
 ご協力いただいた企業様のメリット

▶ 実社会の課題と結び付け
　 自らの課題を設定
▶ 企業の皆さまと高校生の
　 視点を共有

▶ 世界の人々との対話や協働により、　　
　 グローバルな視野で自らの課題を探究

▶ 福島の良さを発信

企業の皆さまに参加いただき　
　　テーマ設定をアドバイス

海外研修

  主催：福島県教育委員会　後援：福島県 ・ 福島県商工会議所連合会 ・ 福島県商工会連合会・ 福島県中小企業団体中央会 
　　　　　　　　　　　　         福島経済同友会・ 福島県経営者協会連合会 ・ 福島県中小企業家同友会　（順不同）

  主催：福島県教育委員会　後援：福島県 ・ 福島県商工会議所連合会 ・ 福島県商工会連合会・ 福島県中小企業団体中央会 
　　　　　　　　　　　　         福島経済同友会・ 福島県経営者協会連合会 ・ 福島県中小企業家同友会　（順不同）

   ー 事前研修・報告会等へのご参加により、企業様と生徒との「つながり」が生まれます。
      ・ 生徒の活動へのご支援により、より充実した研修になるとともに、企業の皆さまには、生徒の斬新で
   　    柔軟なアイディアに触れていただけます。
      ・ 企業様の事業や商品などを生徒が詳しく知る機会となり、企業様へのイメージアップや信頼感、
          ファンの創出など、生徒から保護者、地域への好循環が広がります！

   ー 応援いただいた企業様について教育委員会HP及び公式noteでご紹介するほか、
　　 本事業を象徴する高校生デザインのロゴマークをご使用いただけます！

　ー 県の内外を問わず、寄附金の控除が受けられます（詳細は高校教育課HP参照）。

　

福島県教育委員会では、「福島県グローバル人材育成基金」を創設し、
高校生の海外研修や探究型のプログラム等を支援することとしました。

▶ 海外研修での活動発表 
▶ 課題解決のための提案 
▶ 企業様の取組をPR

研修先での交流・活動  企業の皆さまをご招待

福島県の高校生の
海外研修を支援する

基金へのご寄附のお願い
《基金目標額2.5億円》

(年間約50人×50万円前後×10年)
               ※家計基準、行先により異なる

事前研修 事後報告会

広報

控除

貢献
(CSR)

公式ロゴマーク ☆福島西高校生デザイン☆



お問い�わせ先
・�付先

      ��附金お申し�み��のご�内
 
  《���業(10万円未�)、�内�業、個�の�》    
  〇 ���業(10万円未�)、�内�業の�は、�附金�の
    ��を損金算�できます。
     〇   個�の�は、「ふるさと��」をご利⽤いただき、�
           �申告等により�金の優�措�を受けることができます。
    (⼀⼝ 5,000円から)
   ・  お申し�みは�����������HP�内ページから
     https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/global.html

           (1)「�附金申�書」をダウンロードして下さい。
           (2) 必�事項をご��の上、下��付先まで電�メール
     もしくは郵�にてお申し�み下さい。
           (3)  ���知書が�から�付されますので、指�の金�
              ���⼝もしくはコンビニエンスストアでお��みを
             お願いします。       
                                               
  《���業の�(10万円�上)》
    〇 「�業�ふるさと��（地��⽣�援�制）」をご利⽤
   いただけます。
   ・  お申し�みは、��� 復�・�����HPから
               https://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/11015b/chihousousei-zei.html

                                                                

ご�附のお願い 〜��の未来を担う国�的な�野を有する
              グローバル�材の�成を⽬指して〜

����������� ���グローバル�材�成基金担当
〒960-8688 ������杉��２�１６� 電��� 024-521-7773
代�メールアドレス�k.koukoukyouiku@pref.fukushima.lg.jp

 「�びの�⾰」を�に掲げ、令和４年度にスタートした�７�
���������では、�内�、国内�の�々と��・協働し
て、�たな技�や��、価�を��していく��に�り�むこと
としております。
 そのため、��の��⽣が��な�々と��しながら、グロー
バルな�点で地域�題��活動を�め、��でその活動を��す
ることを�して、��の発�に貢�するグローバル�材を�成す
ることを⽬的として、�基金を��いたしました。
 つきましては、基金の�旨をご理�の上、�業界や��の��
の温かいご�援を賜りますようご協⼒をお願い申し上げます。 

 ������員�
   ��� 鈴⽊ ��

  ��は、⽇��⽣�援�構 「トビタテ�留�JAPAN �点形成�援事業」に採択されました。
 �等����からグローバル�材�成
に�り�む留�モデル�点地域を�国に
作り、地域の�来をリードし得るイノベ
ーティブなグローバル�材�成のため、
地域�題等を⾃�事として捉え、��留
�を�じて��する�材を、地域におい
て�成することを⽬的とした事業です。
 地域の���が協働し、「グローバ
ル」な�点をもって「ローカル」（地
域）の発�に貢�する、��⽣等のグロ
ーバル��リーダーを�援します。

高校教育課HP

復興・総合計画課HP

高校時代に海外研修経験があり
現在福島県内で活躍している若者の声

  　　　　  　菊地 友希乃 さん

                               　小学校４年次に被災しましたが、震災と
                               事故が起きて初めて、自分が福島に生ま
　　　　　　　　　れ、暮らしていることを意識しました。
　                               高校では放射線に関する研究に携わり、　
　　　　　　　　　海外の高校生に向けて発表する機会をいた
　　　　　　　　　だきました。
　　　　　　　　　　福島について自分の言葉で説明できるよ
　　　　　　　　　うになりたいと思い、福島の特産物、頑張
　　　　　　　　　っている方々、未来の福島の姿に興味を持
　　　　　　　　　ちました。
　社会人になる際には、自分自身が福島に詳しくなるのはもち
ろんのこと、もっと大勢の方に福島を楽しんでほしい、素敵だ
と思ってほしいと考え、福島の食材、人、自然の魅力を丸ごと
味わう、アウトドアレストランツアーの企画・運営をする仕事
に就いています。

　　　　　　　　　（県外大学進学、現在県内旅行会社勤務）


